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瑠伽行派を支えた人々も仏教徒であり， 当然ヨ ー ガの実践修行によって悟り
を目指したはずである。 例えば現代の日本で眼にする仏教関係の文章の中に，
「転依」ないし「転識得智」というク ー ムを見か け る。 さら に 日本では「す
る」を末尾につけて「転依する」「転識得智する」など と使われたり する。 こ







、てはある程度明確にしてきたつもりなのである 8が， 忍rayaに ついては ま と
めてこなかった。 転依思想の推移とともに忍raya自体も内容的に大きく変化








































ン博士などによって研究成果が示されているので ， 簡単に見ておく こ とにす
る。
まずほ底raya_の原義を知る ためにパーリ語 における邸rayaを見ること
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